
2023 年 8 月 16 日(水)、公明党鈴鹿市議団として、「誰一人取り残されない学びの

保障に向けた不登校対策の推進を求める要望書」を、末松則子市長に手渡しました。 

 

 

 

 

「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策の推進を求める要望書」 

 

 文部科学省の調査によると、令和 3 年度の不登校の小中学校生は、約 24 万 5000 人に上

り、このうち約 4 万 6000 人は、学校内外での相談支援などを受けておらず、不登校長期化

の一因と云われています。 

 こうした状況を踏まえ、文部科学省は本年 3 月、公明党の訴えを反映した「誰一人取り残

されない学びの保障に向けた不登校対策(COCOLO プラン)」を発表しました。 

 このプランに基づき、文部科学省は「今すぐできる取り組みから速やかに実行する」とし

て、全国の自治体や教育委員会での取り組みを求めております。 

本市においても、誰も取り残さない学びの保障、学びの場の確保、保護者への支援も含め

た相談体制の拡充など、総合的な不登校対策が重要であることから、下記の事項を要望致し

ます。 

 

                  記 



 

1.  不登校の児童生徒の自己肯定感を育み、それぞれの子どもに合わせた柔軟な学び方や

学びの場、居場所の確保を更に進めること。 

2. 校内教育支援スペシャルサポートルーム鈴鹿市版である、校内適応教室「ほっとルーム」

の全小中校への設置を進めるとともに学習時間の拡充に努めること。 

3. 不登校の子どものための適応指導教室である、「けやき教室」と「さつき教室」の体制

機能強化を行うこと。 

4. オンラインによる自宅学習など、教室以外での学習を評価し、出席と成績に反映される

ようにすること。 

5. 学習アプリの活用や、授業のネット配信などによる多様な学習機会の確保を更に進める

こと。 

6. 一人で悩みを抱え込まないよう保護者に対する細やかな情報提供と、相談支援体制の拡

充を図ること。 

7. 「保護者の会」設置促進と支援体制の整備を進め、コーディネーター役として、「保護

者の会」へのスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの派遣を検討すること。 

8. 不登校になる前に小さなSOSを見逃さないため、「チーム学校」による支援を行うこと。 

9. スクールカウンセラーなど相談・支援員の拡充に努めること。 

                                  

 以上 


